
 
 

大河原町では、町木の梅が収穫期を迎え

る６月 22 日に恒例の「おおがわら梅まつ

り｣が開かれる。まつりでは、梅の量り売り

や１升マス盛り放題、梅加工品の販売など、

梅を味わう催しが盛りだくさんに行われ

る。 

同町堤地区には、金ケ瀬梅組合が管理す

る梅団地があり、約６㌶の敷地に３千本余

りの「白加賀」や「南高」などの梅が植え

られている。毎年３月末には梅の花が満開

となり絶景が町民を楽しませる。栽培は、

1932 年（昭和７）の旧金ケ瀬村時代に始ま

り、戦後栽培農家が増加したため、組合を

立ち上げた。 

毎年開かれる梅まつりは、金ケ瀬梅組合

が中心となって町やＪＡ、地元物産業者が

地場産業を振興し、観光農業を生み出そう

と開いている。 

町農政課では「昨年は暖冬の影響で梅が

不作となり、まつりでの販売も早く完売し

た。今年は気候も安定しているため、豊作

に期待したい」と話している。 
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2025 年 5 月 30 日号掲載 

大 河 原 町 
梅 の 催 し 盛 り だ く さ ん  

梅団地の様子 

梅の１升マス盛り放題を楽しむ参加者（画像は令和

６年度） 
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